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なった非トランスフェリン結合鉄（NTBI: Non-transferrin bound iron）が出現してくる。
NTBI は全身の細胞・臓器に容易に取り込まれ障害をもたらすため、鉄過剰の患者の状況を







材 料・方 法 
 
（１）NTBI mobilizer および鉄キレート発色素 
 自動分析装置に対応した NTBI の測定段階として、試薬 1 と試薬 2 の試薬の２段階
構成とした。試薬 1 は NTBI の mobilizer である nitrilotriacetic acid （NTA）を
使用し、NTBI を NTBI-NTA として捕捉し、その後試薬 2 として発色剤を加え、比色定
量する系を構築した。発色剤として 4種類の鉄キレート発色素を候補とし、各々にヒ
ト血清中の遷移金属として標準金属液（鉄、銅、コバルト、ニッケル）（和光純薬工
業）を加え、U3900-H スペクトロメーター（日立）を用い 450-800nm のスペクトラム
測定で干渉を検討、最終的に 750 nm において他の金属の影響を受けずに鉄を定量で
きた Nitroso-PSAP を、本法の発色剤とした。 
 
（２）自動分析対応 NTBI 測定試薬の調整 
試薬 1（R1）は 200 mM Good’s Buffer に 0-2.0 mM NTA を混合し作成した。試











10 μＭクエン酸鉄の連続希釈液を用意し、0.1-4.0 μM の範囲で 5 回の反復測定
を行い、平均 NTBI と標準偏差から、本測定法の直線性を検討した。 
 





（６）トランスフェリン飽和度と NTBI の関連 
鉄標準液をヒトプール血清に添加しトランスフェリン飽和度を上げ、NTBI との関
連を検討した。プール血清は健常人血清を無作為に集め混合し作成した。また患者血
清におけるトランスフェリン飽和度と NTBI の関連も検討した。 
 
（７）自動分析装置対応 NTBI 測定法と non-metal HPLC 法の相関 




鉄過剰モデルマウスを作成するため、12 週齢 C57BL/6 マウスに iron-dextran を 1 
mg/日または 10 mg/日で 5 日間腹腔内投与した。PBS のみを投与する群をコントロー
ル群とした。投与完了から 2日後にマウスを屠殺し、血清を採取した。NTBIの血清中
での動態を検討するため、17 週齢 Wister ラットに 10 mg/kg の iron sucrose を静脈
注射にて投与した。投与前、投与終了後 1 時間、3時間、6時間後に血清を採取した。 
 
（９）統計処理 
Student’s T検定と Mann-Whitney U 検定を行い、p＜0.05を有意差ありとした。 
 
 






（２）0.1 から 4.0 μM の範囲のクエン酸鉄濃度において、高い直線性を示し、かつ、良
好な同時再現性を示した。 
 
（３）従来用いられてきた non-metal HPLC 法と本自動分析装置対応試薬で測定した NTBI
値は高い相関性を示した（y = 1.08 x – 0.002, r = 0.923）。 
 
（４）健常人血清における NTBI は、0.44 ± 0.076 μM であり、健常人においても NTBI

























かつ、測定の再現性も良好であった。従来用いられてきた non-metal HPLC 法とも値の互換
性が確認できた。本測定系は、臨床の現場で汎用される自動分析装置に広く対応可能で、






飽和していない患者血清においても血清中に NTBI が認められた。この結果は、NTBI が単
にトランスフェリンが飽和された際に出現するだけでなく、血清中に恒常的に存在するこ
とで何らかの生理学的機能を有している可能性も示すと考えられた。 
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